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実績 計画

「ぐんま・県土整備プラン２０２０」の主要事業の進捗状況（令和５年度末時点）

・県土整備プランの主要事業については、令和５年度末までに１５5事業が完成した。

 ・用地取得の難航等のやむを得ない事情により、２８事業については令和５年度内の完成ができなかったが、課題解決に
 取り組むとともに、工程管理を徹底し、早期完成に向け、鋭意工事を進めているところである。

 ・引き続き、計画的な事業の推進に向け、しっかりと取り組んで参りたい。

資料２

１．継続事業

（１）完成事業数の推移 （２）完成事業・・・１５5事業

   ① Ｒ５までに計画どおり完成(１５０事業)

   ② 早期完成(５事業)
       ・(都)上矢島米岡線 バイパス整備【伊勢崎市】 Ｒ11 ⇒ Ｒ５
       ほか４事業

（３）遅延事業・・・３４事業
うちＲ５までに完成予定の遅延事業・・・２８事業

   ① 遅延理由：用地取得の難航等(22事業)
       ・県道太田大間々線（新田藪塚工区）バイパス整備【太田市】Ｒ５ ⇒ Ｒ６
       ・県道桐生田沼線（本町工区）電線共同溝【桐生市】   Ｒ５ ⇒ Ｒ６

       ほか20事業

   ② 遅延理由：計画の変更（９事業）
       ・小高地区 がけ崩れ対策【高崎市】 Ｒ５ ⇒ Ｒ６

       ほか８事業

   ③ 遅延理由：関係機関との調整（３事業）
       ・県道三夜沢国定停車場線（深津工区）歩道整備【前橋市】 Ｒ５ ⇒ Ｒ６

       ほか２事業

２．Ｒ６年度までに着手予定の事業

（１）着手事業数の推移

1

種別 R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11

完成事業数
（年度毎）

計画 53 34 52 39 39 25 14 17 2 20 

実績 40 40 40 35

完成事業数
（累積）

計画 53 87 139 178 217 242 256 273 275 295 

実績 40 80 120 155

進捗率
計画 18% 29% 47% 60% 74% 82% 87% 93% 93% 100%

実績 14% 27% 41% 53％

種別 R2 R3 R4 R5 R6

着手
事業
数

計画 55 

年度毎

実
績

0 15 14 11 10

累積 0 15 29 40 50

うち完成事業数 ０ ０ ２ 0

着手率 0% 27% 53% 73% 91％

（２）未着手事業・・・５事業

  遅延理由：地元合意形成の難航等（３事業）、優先度の低下（１事業）、
下流工区の遅延による着手時期の遅れ（１事業）

       ・諏訪ノ久保沢 土石流対策【東吾妻町】※ 地元合意形成の難航等 ほか４事業



資料２

施策 目的 策定時 R6.7時点

1 一級河川広瀬川　堤防強化 前橋市駒形町ほか R2 R2 ○

2 一級河川桃ノ木川　堤防強化 前橋市三俣町ほか R2 R2 ○

水害リスクを軽減するため 3 一級河川寺沢川　河川改修 前橋市亀泉町 R4 R4 ○

土砂災害リスクを軽減するため 4 東田地区　がけ崩れ対策 前橋市日輪寺町 R3 R4 ○

5 県道前橋赤城線　落石対策 前橋市富士見町赤城山 R2 R2 ○

6
県道前橋赤城線（上細井工区）
電線共同溝

前橋市上細井町 R7 ○

7
県道前橋箕郷線（国領町工区）
電線共同溝

前橋市国領町 R9 ○

8
県道南新井前橋線（2期工区）
バイパス整備

吉岡町陣場
～前橋市池端町

R3 R3 ○

9
県道前橋玉村線（朝倉工区）
バイパス整備

前橋市朝倉町
～下佐鳥町

R9 R10 遅延 ○

施策２
自動車交通網の整備

交通結節機能の高さを活かし
た企業誘致の促進を図るため

10
県道苗ヶ島飯土井線
（波志江ｽﾏｰﾄICｱｸｾｽ）道路新設

前橋市飯土井町
～伊勢崎市波志江町

R6 ○

11
県道伊勢崎大胡線
（上大屋町工区） 歩道整備

前橋市上大屋町 R2 R2 ○

12
県道前橋西久保線（亀泉町工区）
歩道整備

前橋市亀泉町 R2 R2 ○

13
県道前橋大間々桐生線（西田面工区）
歩道整備

前橋市粕川町西田面
～前皆戸

R4 R6 遅延 ○

14
県道三夜沢国定停車場線（深津工区）

歩道整備
前橋市粕川町深津 R5 R6 遅延 ○

15 (都)赤城山線　歩道整備
前橋市北代田町
～上細井町

R9 ○

16
(都)敷島公園大師線（2期工区）
歩道整備

前橋市青柳町
～上細井町

R11 ○

17
県道前橋大間々桐生線
(三俣町工区)電線共同溝

前橋市三俣町 R3 R3 ○

18
県道前橋赤城線(小暮交差点工区)
電線共同溝

前橋市富士見町小暮 R7 ○

19
県道前橋大間々桐生線
(城東町工区)電線共同溝

前橋市城東町 R8 ○

20
県道前橋赤城線（北代田町工区）
電線共同溝

前橋市北代田町
～若宮町

R9 ○

施策２
良好なまち並みと快適な住まいづくり

安心して暮らせる環境を整
えるため

21 広瀬第二県営住宅　住戸改善 前橋市広瀬町 R4 R4 ○

着手年度

施策 目的 R6.7時点

22 一級河川寺沢川ほか　堤防強化
前橋市下増田町
～女屋町

R6

23 一級河川桃ノ木川ほか　堤防強化
前橋市女屋町
～若宮町

R5 ○

施策２
自動車交通網の整備

市街地等の円滑な通行を確
保するため

24
県道前橋長瀞線
(上新田町交差点工区)交差点改良

前橋市上新田町 R3 ○

施策３
歩行者・自転車の安全な
移動空間の整備

歩行者や自転車の安全な通
行を確保するため

25
県道前橋赤城線（時沢工区）
歩道整備

前橋市富士見町時沢 R6

着手年度

施策 目的 R6.7時点

27
県道大胡赤城線
（苗ヶ島１期工区）現道拡幅

前橋市苗ヶ島町

28
県道苗ヶ島飯土井線（３期工区）
道路新設

前橋市鼻毛石町

29
県道大胡赤城線（河原浜町工区）
歩道整備

前橋市河原浜

30
県道前橋大間々桐生線（膳工区）
歩道整備

前橋市粕川町

31
県道津久田停車場前橋線
（北城田工区）　歩道整備

前橋市北代田町

32
県道前橋大間々桐生線
（上泉町工区）電線共同溝

前橋市上泉町

「ぐんま・県土整備プラン２０２０」の主要事業の進捗状況（前橋地域）

政策３．多様な移動手段の確保

水害リスクを軽減するため
施策３
防災インフラの整備
（中長期レジリエンス戦略）

26
一級河川利根川（前橋下流工区）
河川改修

前橋市下阿内町
～公田町

施策２
自動車交通網の整備 地域の観光振興を支援する

ため

施策３
歩行者・自転車の安全な
移動空間の整備

備考
早期完成

遅延
中止

よくわかる
公共事業

政策１．災害レジリエンスNo.1の実現

歩行者や自転車の安全な通
行を確保するため

政策 番
号

事業名 所在地

３．着手に向けて検討する事業

政策３．多様な移動手段の確保

事業名 所在地
番
号

歩行者や自転車の安全な通
行を確保するため

水害リスクを軽減するため

災害時にも機能する強靱な
道路ネットワークを構築す
るため

施策３
防災インフラの整備
（中長期レジリエンス戦略）

政策１．災害レジリエンスNo.1の実現

政策３．多様な移動手段の確保

製作４．住み続けられるまちづくり

政策１．災害レジリエンスNo.1の実現

早期完成
遅延
中止

よくわかる
公共事業

早期完成
遅延
中止

よくわかる
公共事業

政策 番
号

事業名

備考

所在地
完成年度

１．継続事業

２．令和６年度までに着手予定の事業
政策

施策１
緊急水害アクション
（３か年緊急レジリエンス戦略）

施策３
防災インフラの整備
（中長期レジリエンス戦略）

施策３
歩行者・自転車の安全な
移動空間の整備

令和元年東日本台風と同規
模の豪雨による水害リスク
を軽減するため

N

前橋IC 前橋大島

波志江SIC

5km

11

14

13

1719

27

28

18

前橋

群馬総社

駒寄SIC

上毛電鉄

駒形

9

8

城東 三俣 片貝 上泉

心臓血管センター

大胡 樋越
北原 新屋

粕川

膳

10

20

6

３

1

4

22

(※)現在堤防の安全性を調査中であり、調査の結果、堤防決壊の危険性が高い

箇所について、順次対策を実施

江木

21

23

25

中央前橋

前橋南IC

赤坂

16

32

２

15

駒形IC

北関東自動車道

（※
）

（※
）

24

29

5

30

31

26

127

新前橋

県事

業

継続事業

【事業分野区分】

【継続事業・着手予定事業の区分】

着手に向けて検討する事業

河川事業

砂防事業

その他事業（下水・住宅・公共交通等）

凡 例

道路事業

令和6年度までに着手予定の事業

R5までに完成

R6までに着手

代表事業

３ 一級河川寺沢川 河川改修

どのような目的を達成するための事業か

・河川氾濫による水害リスクを軽減するため

川の断面が小さく、洪水時に浸水被害が発生

するおそれがありました。

実施前 実施後

水が溢れないように、川幅を広げることで、

流せる水の量を増やし、河川の氾濫による

被害のリスクを軽減しました。

事業前の状況

（H23台風12号） 事業後の状況

2



資料２

施策 目的 策定時 R6.7時点

1 尻谷沢 土石流対策 渋川市行幸田 R6 ○

2 千石沢３ 土石流対策 渋川市赤城町津久田 R6 R4 早期完成 ○

3 下町の沢 土石流対策 渋川市金井 R7 ○

4 袋沢−２ 土石流対策 渋川市入沢 R7 ○

5 国道353号(村上工区) 落石対策 渋川市村上 R4 R4 ○

6
県道南新井前橋線(2期工区)
バイパス整備

 吉岡町陣場～前橋市池端町 R3 R3 ○

7
県道南新井前橋線(3期工区)
バイパス整備

榛東村新井
〜吉岡町陣場

R2 R2 ○

8
県道南新井前橋線(4期工区)
バイパス整備

榛東村新井 R8 ○

9
県道津久田停車場前橋線
(滝沢工区)バイパス整備

渋川市赤城町滝沢 R3 R3 ○

10
県道渋川下新田線(小野子工区）
線形改良

渋川市小野子　 R9 ○

広域的な地域間連携を強化
するため

11
県道高崎渋川線(2期工区)
バイパス４車線化

 榛東村新井〜吉岡町小倉 R2 R2 ○

12
県道渋川松井田線(伊香保工区)
歩道整備

渋川市伊香保町伊香保 R2 R3 ○

13
県道前橋伊香保線(大久保工区)
歩道整備

吉岡町大久保 R4 R７ 遅延 ○

14
県道分郷八崎寄居線(真壁工区)
歩道整備

渋川市北橘町真壁 R5 R5 ○

15
県道高崎安中渋川線(八木原工区)
歩道整備

渋川市八木原 R11 ○

16
県道前橋伊香保線(伊香保交差点)
交差点改良

渋川市伊香保町伊香保 R3 R4 ○

着手年度

施策 目的 R6.7時点

施策３
防災インフラの整備
（中長期レジリエンス戦略）

水害リスクを軽減するため 17 一級河川利根川(半田工区) 河川改修 渋川市半田ほか R6

18
(都)渋川高崎線(街中工区)
歩道整備

渋川市石原 R3 ○

19
県道前橋伊香保線(上野田工区)
歩道整備

吉岡町上野田 R5 ○

20
国道353号(北牧工区)
歩道整備

渋川市北牧 R4 ○

着手年度

施策 目的 R6.7時点

施策２
自動車交通網の整備

駒寄スマートICと周辺地域の
連携強化を図るため

21 県道前橋伊香保線 バイパス整備  吉岡町大久保〜上野田

施策３
歩行者・自転車の安全な
移動空間の整備

歩行者や自転車の安全な通
行を確保するため

22
県道高崎安中渋川線(山子田工区)
歩道整備

榛東村山子田

「ぐんま・県土整備プラン２０２０」の主要事業の進捗状況（北群馬渋川地域）

１．継続事業
政策 番

号
事業名 所在地

２．令和６年度までに着手予定の事業

完成年度 早期完成
遅延
中止

よくわかる
公共事業

政策１．災害レジリエンスNo.1の実現

土砂災害リスクを軽減する
ため

災害時にも機能する強靱な
道路ネットワークを構築す
るため

施策２
自動車交通網の整備

地域の観光振興を支援する
ため

歩行者や自転車の安全な通
行を確保するため

施策３
歩行者・自転車の安全な
移動空間の整備

政策３．多様な移動手段の確保

施策３
防災インフラの整備
（中長期レジリエンス戦略）

政策３．多様な移動手段の確保

政策 番
号

事業名 所在地
早期完成

遅延
中止

よくわかる
公共事業

政策１．災害レジリエンスNo.1の実現

備考

３．着手に向けて検討する事業
政策 番

号
事業名

施策３
歩行者・自転車の安全な
移動空間の整備

歩行者や自転車の安全な通
行を確保するため

早期完成
遅延
中止

よくわかる
公共事業

所在地

政策３．多様な移動手段の確保

備考

どのような目的を達成するための事業か

N

赤城IC

祖母
島

小野上温泉

7
6

10

22

16 

小野
上

津久田

敷島

駒寄SIC

5km

21

8

渋川

金島

12

11

9

3

4

1

2

5

18

金井IC

川島・高山IC

15

八木
原

14

渋川伊香保IC
17

20

19

13

県事

業

継続事業

【事業分野区分】

【継続事業・着手予定事業の区分】

着手に向けて検討する事業

河川事業

砂防事業

その他事業（下水・住宅・公共交通等）

凡 例

道路事業

令和6年度までに着手予定の事業

R5までに完成

R6までに着手

代表事業

14 県道分郷八崎寄居線（真壁工区） 歩道整備

・歩行者や自転車の安全な通行を確保するため

歩道が狭く、歩行者は路肩を歩くため、交

通事故のおそれがありました。

実施前 実施後

車道と歩道が分離されることで、通学する

児童の安全な通行空間を確保しました。

事業前の状況 事業後の状況

3



資料２

施策 目的 策定時 R6.7時点

施策１
緊急水害アクション
（３か年緊急レジリエンス戦略）

令和元年東日本台風と同規
模の豪雨による水害リスク
を軽減するため

1 一級河川広瀬川 堤防強化 伊勢崎市宮子町ほか R2 R3 ○

施策２
重点水害アクション
（５か年重点レジリエンス戦略）

社会経済の壊滅的な被害を
回避するため

2
一級河川利根川
(伊勢崎・玉村工区)
河川改修(堤防嵩上げ)

伊勢崎市柴町
～玉村町上福島

R6 ○

3 一級河川男井戸川 河川改修
伊勢崎市日乃出町
～豊城町

R7 ○

4
一級河川利根川
(伊勢崎・玉村工区) 河川改修

伊勢崎市柴町
～玉村町上福島

 R12以降 ○

5
県道前橋館林線(連取町2期工区)
電線共同溝

伊勢崎市連取町 R3 R6 遅延 ○

6
国道462号(今泉町工区)
電線共同溝

伊勢崎市今泉町 R5 R12 遅延 ○

施策１
予防保全に基づく長寿命化

既存の社会資本の機能を維
持させるため

7
県道伊勢崎深谷線(上武大橋)
老朽橋架替

伊勢崎市境平塚
～埼玉県深谷市中瀬

R4 R4 ○

物流の効率化による地域経
済の活性化を図るため

8
県道苗ヶ島飯土井線
(波志江ｽﾏｰﾄICｱｸｾｽ) 道路新設

前橋市飯土井町
～伊勢崎市波志江町

R6 ○

市街地等の円滑な交通を確
保するため

9 (都)上矢島米岡線 バイパス整備  伊勢崎市境東～境米岡 R11 R5 早期完成 ○

10
県道香林羽黒線(下植木町工区)
歩道整備

伊勢崎市下植木町 R2 R2 ○

11
県道綿貫篠塚線(下新田工区)
歩道整備

玉村町下新田 R3 R2 ○

12
県道駒形柴町線(宮古町工区)
歩道整備

伊勢崎市宮古町 R3 R2 ○

13
流域下水道 佐波処理区
幹線管渠整備

伊勢崎市境平塚ほか R8 ○

14
流域下水道 県央処理区
処理場整備

玉村町上之手  R12以降 ○

15
流域下水道 佐波処理区
処理場整備

伊勢崎市境平塚ほか  R12以降 ○

着手年度

施策 目的 R6.7時点

16 一級河川韮川ほか 堤防強化
伊勢崎市境中島
～宮子町

R6

17 一級河川広瀬川ほか 堤防強化
伊勢崎市境中島
～稲荷町

R6

災害時にも機能する強靭な道
路ネットワークを構築するた
め

18
県道前橋館林線(東本町工区)
電線共同溝

伊勢崎市東本町 R5 ○

施策２
自動車交通網の整備

市街地等の円滑な通行を確
保するため

19
県道伊勢崎深谷線
(茂呂町二丁目交差点) 交差点改良

伊勢崎市茂呂町 R4 ○

20
県道綿貫篠塚線(下新田2期工区)
歩道整備

玉村町下新田 R4 ○

21
県道藤岡大胡線(角渕南工区)
歩道整備

玉村町角渕 R6

22
県道伊勢崎大胡線(波志江町工区)
歩道整備

伊勢崎市波志江町 R5 ○

23
県道境木島大間々線
(東小保方町工区) 歩道整備

伊勢崎市東小保方町 R6

24
県道伊勢崎大胡線(太田町工区)
電線共同溝

伊勢崎市太田町 R5 ○

着手年度

施策 目的 R6.7時点

25
県道桐生伊勢崎線
(西小保方町交差点) 交差点改良

伊勢崎市西小保方町

26
県道伊勢崎大胡線
(波志江町三丁目交差点)交差点改
良

伊勢崎市波志江町

27
県道桐生伊勢崎線
((都)北部環状線) バイパス整備

伊勢崎市上諏訪町
～鹿島町

地域間連携を強化するため 28
県道藤岡大胡線(角渕工区)
バイパス整備

玉村町角渕～上飯島

施策３
歩行者・自転車の安全な
移動空間の整備

歩行者や自転車の安全な通
行を確保するため

29
県道高崎伊勢崎線(田中町工区)
歩道整備

伊勢崎市田中町

さ

施策２
自動車交通網の整備

市街地等の円滑な通行を確
保するため

早期完成
遅延
中止

よくわかる
公共事業

政策３．多様な移動手段の確保

備考

政策５．美しく良好な環境の保全

施策２
健全な水循環の維持・回復

施策２
自動車交通網の整備

施策３
歩行者・自転車の安全な
移動空間の整備 歩行者や自転車の安全な通

行を確保するため

３．着手に向けて検討する事業
政策 番

号
事業名 所在地

早期完成
遅延
中止

汚水処理人口普及率を向上さ
せるため

よくわかる
公共事業

政策１．災害レジリエンスNo.1の実現

政策３．多様な移動手段の確保

所在地 備考

２．令和６年度までに着手予定の事業
政策 番

号
事業名

施策３
防災インフラの整備
（中長期レジリエンス戦略）

水害リスクを軽減するため

施策３
歩行者・自転車の安全な
移動空間の整備

歩行者や自転車の安全な通
行を確保するため

早期完成
遅延
中止

よくわかる
公共事業

政策１．災害レジリエンスNo.1の実現

政策３．多様な移動手段の確保

災害時にも機能する強靱な道
路ネットワークを構築するた
め

完成年度

水害リスクを軽減するため

政策２．持続的で効率的なメンテナンス

施策３
防災インフラの整備
（中長期レジリエンス戦略）

「ぐんま・県土整備プラン２０２０」の主要事業の進捗状況（佐波伊勢崎地域）

１．継続事業
政策 番

号
事業名 所在地

東毛広域幹線道路

伊勢崎IC

国定波志江SIC

28

12

5

22

9

21

24

18

25
26

27

高崎玉村SIC

1120
19

剛志

境町

29

伊勢崎

新伊勢崎

23

14

2

3

8

13

１

4

17

16
（※）

（※）

7
15

10

6

大川
排水機場(県)

P

5km

(※)現在堤防の安全性を調査中であり、調査の結果、堤防決壊の危険性が高い

箇所について、順次対策を実施

N

県事

業

継続事業

【事業分野区分】

【継続事業・着手予定事業の区分】

着手に向けて検討する事業

河川事業

砂防事業

その他事業（下水・住宅・公共交通等）

凡 例

道路事業

令和6年度までに着手予定の事業

R5までに完成

R6までに着手

代表事業

どのような目的を達成するための事業か

９ (都)上矢島米岡線 バイパス整備

・市街地等の円滑な交通を確保するため

◆境東交差点付近に

渋滞が発生してい

ました。

実施前 実施後

バイパス道路が開通し、周辺道路の渋滞が改善しました。

幅員狭小な周辺道路への大型車の進入が減少し、歩行者、

自転車通行の安全性が向上しました。

バイパス道路の無電柱化により、災害時も含め、通行者

の安全性が向上しました。

事業前の状況

渋滞状況

自転車の通行状況

◆周辺道路へ回り込む

車両が多いが、道路

幅が狭く、歩道も未

整備なため、通学児

童・生徒が危険にさ

らされていました。 事業後の状況

4



資料２

施策 目的 策定時 R6.7時点

施策１
緊急水害アクション
（３か年緊急レジリエンス戦略）

令和元年東日本台風と同規
模の豪雨による水害リスク
を軽減するため

1 一級河川鏑川 堤防嵩上げ 高崎市吉井町中島 R4 R4 ○

施策２
重点水害アクション
（５か年重点レジリエンス戦略）

社会経済の壊滅的な被害を
回避するため

2 一級河川烏川(下流工区) 河川改修 高崎市中豊岡町 R3 R3 ○

3 一級河川碓氷川(高崎工区) 河川改修 高崎市乗附町・鼻高町 R6 ○

4 一級河川烏川(上流工区) 河川改修
高崎市町屋町
～下室田町

R11 ○

5 一級河川井野川 河川改修
高崎市岩鼻町
～綿貫町

R3 R3 ○

6 一級河川井野川 調節池整備
高崎市綿貫町
～大八木町

R12以降 ○

7 向荒久沢 土石流対策 高崎市乗附町 R4 R3 ○

8 宅地地区 がけ崩れ対策 高崎市箕郷町松之沢 R4 R4 ○

9 堀谷戸沢 土石流対策 高崎市倉渕町三ノ倉 R5 R5 ○

10 小高地区 がけ崩れ対策 高崎市倉渕町権田 R5 R6 遅延 ○

11 花見町１ 土石流対策 高崎市下室田町 R7 ○

12 上鼻高沢 土石流対策 高崎市鼻高町 R7 R5 早期完成 ○

13 はるな郷Ａ地区 がけ崩れ対策 高崎市箕郷町松之沢 R9 ○

14 県道渋川松井田線 落石対策 高崎市榛名湖町・榛名山町 R2 R2 ○

15
県道高崎駒形線(上大類町工区)
電線共同溝

高崎市上大類町 R5 R11 遅延 ○

16
西毛広域幹線道路(高崎西工区)
バイパス整備

高崎市箕郷町下芝
～下里見町

R5 R5 ○

17
西毛広域幹線道路(高崎工区)
バイパス整備

高崎市棟高町
～箕郷町下芝

R11 ○

18
西毛広域幹線道路(高崎安中工区)
バイパス整備

高崎市下里見町
～安中市下秋間

R11 ○

19
県道高崎神流秩父線(矢田工区)
バイパス整備

高崎市吉井町岩崎
～矢田

R11 ○

中山間地域の地盤産業の振
興を図るため

20
榛名南麓2期地区
(フルーツライン)農道整備

高崎市中室田町
～箕郷町矢原

R2 R3 ○

21
県道高崎渋川線(２期工区)
バイパス４車線化

高崎市金古町 R2 R2 ○

22 県道箕郷板鼻線(富岡工区)現道拡幅 高崎市箕郷町和田山～富岡 R2 R2 ○

23
県道寺尾藤岡線(山名工区)
バイパス整備

 高崎市根小屋町～藤岡市篠塚 R6 ○

24 国道406号(権田工区) 現道拡幅 高崎市倉渕町権田 R6 ○

25 県道前橋長瀞線(綿貫工区)現道拡幅 高崎市綿貫町 R6 ○

26 (都)前橋長瀞線(高崎工区)現道拡幅 高崎市綿貫町～岩鼻町 R8 ○

市街地等の円滑な交通を確
保するため

27 (都)高崎前橋線 現道拡幅 高崎市江木町～芝塚町 R12以降 ○

「Gメッセ群馬」へのアク
セス性向上を図るため

28 (都)競馬場通り線 現道拡幅  高崎市双葉町～上中居町 R2 R2 ○

29
国道406号(君が代橋西交差点)
交差点改良

高崎市下豊岡町 R2 R2 ○

30
県道安中榛名湖線
(榛名山町八本松交差点) 交差点改良

高崎市上室田町 R2 R2 ○

31 (都)笛木通り線 歩道整備 高崎市新町 R2 R2 ○

32
県道高崎神流秩父線
(吉井町神保工区) 歩道整備

高崎市吉井町神保 R4 R4 ○

33
県道前橋箕郷線(足門町工区)
歩道整備

高崎市足門町 R4 R５ ○

34
国道406号(下室田町工区)
歩道整備

高崎市下室田町 R5 R５ ○  

35
国道406号(三ノ倉工区)
歩道整備

高崎市倉渕町三ノ倉 R5 R５ ○

36
国道254号(下長根工区)
歩道整備

高崎市吉井町下長根 R5 R8 遅延 ○

37
県道井野停車場線(井野町工区)
歩道整備

高崎市井野町 R9 ○

38
県道高崎渋川線(住吉町工区)
電線共同溝

高崎市住吉町 R3 R4 ○

39
県道高崎渋川線(大橋町工区)
電線共同溝

高崎市大橋町 R4 R4 ○

施策２
良好なまち並みと快適な住まいづ
くり

市街地の良好な都市景観や
居住環境を確保するため

40 中居県営住宅 住戸改善 高崎市中居町 R3 R3 ○

着手年度

施策 目的 R6.7時点

着手年度

施策 目的 R6.7時点

施策２
自動車交通網の整備

市街地の円滑な交通を確保
するため

41 新町駅付近 鉄道高架化 高崎市新町

早期完成
遅延
中止

よくわかる
公共事業

政策３．多様な移動手段の確保

３．着手に向けて検討する事業
政策 番

号
事業名 所在地 備考

よくわかる
公共事業

該当する主要事業なし

２．令和６年度までに着手予定の事業
政策 番

号
事業名 所在地

早期完成
遅延
中止

備考

政策４．住み続けられるまちづくり

地域間連携を強化するため

完成年度 早期完成
遅延
中止

よくわかる
公共事業

政策３．多様な移動手段の確保

施策２
自動車交通網の整備

施策３
歩行者・自転車の安全な
移動空間の整備

歩行者や自転車の安全な通
行を確保するため

政策１．災害レジリエンスNo.1の実現

施策３
防災インフラの整備
（中長期レジリエンス戦略）

水害リスクを軽減するため

災害時にも機能する強靱な
道路ネットワークを構築す
るため

土砂災害リスクを軽減する
ため

「ぐんま・県土整備プラン２０２０」の主要事業の進捗状況（高崎地域）

１．継続事業
政策 番

号
事業名 所在地

N

高崎

高崎IC

高崎JCT

高崎玉村SIC

吉井IC

安中榛名

JR上越線

18

17

26

19

3123

37

20

22

32

30

根小屋

吉井 馬庭

南高崎

新町
山名

倉賀野

16

群馬八幡

井野

前橋IC

38
29

28

35

34

25

高崎問屋町

27

西山名

高崎商科大学前

西吉井

上信越自動車道

２

3

9

1424

39

36

15

21

6

1

4

40

10 13

8

11

7

12

33

41

５

北高崎
信越本線

佐野のわたし

5km

県事

業

継続事業

【事業分野区分】

【継続事業・着手予定事業の区分】

着手に向けて検討する事業

河川事業

砂防事業

その他事業（下水・住宅・公共交通等）

凡 例

道路事業

令和6年度までに着手予定の事業

R5までに完成

R6までに着手

代表事業

16 西毛広域幹線道路（高崎西工区） バイパス整備

どのような目的を達成するための事業か

・災害時にも機能する強靱な道路ネットワークを構築するため

◆通勤時間帯を中心に交通渋滞が発生しており、

移動に時間がかかるため、前橋～高崎・安中

を結ぶ防災・物流拠点集積エリア間の円滑な

移動に支障がありました。

実施前 実施後

◆バイパス整備により、箕郷～榛名地域における

移動が円滑になるとともに、河川の氾濫時にも

機能する強靱な道路が整備されました。

事業前の状況（町屋橋付近） 事業後の状況（榛名令和大橋付近）

5



資料２

施策 目的 策定時 R6.7時点

水害リスクを軽減するため 1 一級河川碓氷川(安中工区) 河川改修 安中市板鼻～中宿 R11 ○

土砂災害リスクを軽減する
ため

2 中関地区 地すべり対策 安中市西上秋間 R5 R7 遅延 ○

3 国道18号(旧道) 落石対策 安中市松井田町坂本 R6 ○

4 県道渋川松井田線 落石対策 安中市松井田町上増田 R9 R3 早期完成 ○

5
西毛広域幹線道路(安中工区)
バイパス整備

 安中市下秋間〜安中　 R2 R2 ○

6
西毛広域幹線道路(高崎安中工区)
バイパス整備

高崎市下里見町
～安中市下秋間

R11 ○

7
西毛広域幹線道路
(安中富岡工区(街路区間含む))
バイパス整備

安中市安中
〜富岡市上高尾

R11 ○

施策２
自動車交通網の整備

観光地の周遊性の向上を図
るため

8
県道恵宝沢原貝戸線(池尻工区)
バイパス整備

安中市中秋間 R5 R5 ○

9
県道長久保郷原線(上増田工区)
歩道整備

安中市松井田町上増田 R2 R2 ○

10
県道長久保郷原線(松井田工区)
歩道整備

安中市松井田町国衙
～小日向

R3 R3 ○

11
県道長久保郷原線(原市工区)
歩道整備

安中市原市 R3 R3 ○

12
県道一本木平小井戸安中線
(安中工区)　電線共同溝

安中市安中 R4 R5 ○

着手年度

施策 目的 R6.7時点

13
県道長久保郷原線
(上増田2期工区)歩道整備

安中市松井田町上増田 R4 ○

14
県道長久保郷原線(小日向工区)
歩道整備

安中市松井田町小日向 R4 ○

15
県道磯部停車場上野尻線
(下磯部工区)歩道整備

安中市下磯部 R6

着手年度

施策 目的 R6.7時点

施策３
歩行者・自転車の安全な
移動空間の整備

歩行者や自転車の安全な通
行を確保するため

16
県道前橋安中富岡線(野殿工区)
歩道整備

安中市野殿

政策３．多様な移動手段の確保

災害時にも機能する強靱な
道路ネットワークを構築す
るため

３．着手に向けて検討する事業
政策 番

号
事業名 所在地

早期完成
遅延
中止

よくわかる
公共事業

政策３．多様な移動手段の確保

施策３
歩行者・自転車の安全な
移動空間の整備

歩行者や自転車の安全な通
行を確保するため

事業名 所在地 備考

早期完成
遅延
中止

よくわかる
公共事業

早期完成
遅延
中止

よくわかる
公共事業

政策１．災害レジリエンスNo.1の実現

政策３．多様な移動手段の確保

備考

施策３
防災インフラの整備
（中長期レジリエンス戦略）

完成年度

施策３
歩行者・自転車の安全な
移動空間の整備

歩行者や自転車の安全な通
行を確保するため

２．令和６年度までに着手予定の事業
政策 番

号

「ぐんま・県土整備プラン２０２０」の主要事業の進捗状況（安中地域）

１．継続事業
政策 番

号
事業名 所在地

N

7

5

8

9

11

3

13

16

4

10

14

碓氷軽井沢IC

松井田妙義IC

6

12

15

1

2

5km

県事

業

継続事業

【事業分野区分】

【継続事業・着手予定事業の区分】

着手に向けて検討する事業

河川事業

砂防事業

その他事業（下水・住宅・公共交通等）

凡 例

道路事業

令和6年度までに着手予定の事業

R5までに完成

R6までに着手

代表事業

どのような目的を達成するための事業か

12 県道一本木平小井戸安中線（安中工区） 電線共同溝

・歩行者や自転車の安全な通行を確保するため

◆電柱があるため、災害時に電柱が倒壊し、

道路が寸断されるおそれがありました。

実施前 実施後

道路上の電柱がなくなり、災害時の安全な

通行を確保しました。

事業前の状況 事業後の状況

6



資料２

施策 目的 策定時 R6.7時点

1 天神沢 土石流対策 藤岡市上日野 R2 R2 ○

2 森沢 土石流対策 藤岡市下日野 R2 R2 ○

3 大栃１−２地区 がけ崩れ対策 藤岡市坂原 R4 R5 ○

4 山崎町１地区 がけ崩れ対策 藤岡市藤岡 R5 R4 ○

5 大栃１−１地区 がけ崩れ対策 藤岡市坂原 R6 ○

6 駒留地区 地すべり対策 藤岡市下日野 R6 ○

7 向屋２地区 がけ崩れ対策 上野村新羽 R8 ○

8 国道299号 落石対策 上野村勝山・乙母 R4 R4 ○

9 国道462号(柏木工区) 落石対策 神流町柏木 R4 R4 ○

10 国道462号(生利工区) 落石対策 神流町生利 R4 R4 ○

11 国道462号(藤岡工区) 落石対策 藤岡市坂原・保美濃山 R4 R4 ○

12 国道462号(魚尾工区) 落石対策 神流町魚尾 R4 R4 ○

13
県道藤岡本庄線(藤岡工区)
電線共同溝

藤岡市藤岡 R4 R5 ○

生活に密着した道路網の利
便性の向上のため

14 町道麻生小平線 現道拡幅(代行) 神流町森戸 R3 R4 ○

物流の効率化や地域間連携
を強化するため

15
県道前橋長瀞線(神田工区)
バイパス整備

藤岡市矢場〜神田 R6 ○

16
県道下栗須馬庭停車場線
(下栗須工区) 現道拡幅

藤岡市下栗須
～中栗須

R5 R5 ○

17
国道299号(古鉄橋上流工区)
バイパス整備

神流町神ヶ原 R5 R5 ○

18
県道寺尾藤岡線(山名工区)
バイパス整備

高崎市根小屋町
～藤岡市篠塚

R6 ○

19
県道下仁田上野線(上野工区)
現道拡幅

上野村楢原 R7 ○

20
県道上日野藤岡線(黒石工区)
バイパス整備

藤岡市下日野 R9 ○

21
県道下日野神田線(神田工区)
歩道整備

藤岡市神田 R2 R2 ○

22
県道藤岡大胡線(本郷工区)
歩道整備

藤岡市本郷 R3 R3 ○

23
県道上日野藤岡線(上日野工区)
歩道整備

藤岡市上日野 R3 R3 ○

24
県道前橋長瀞線(浄法寺工区)
歩道整備

藤岡市浄法寺 R4 R5 ○

着手年度

施策 目的 R6.7時点

25 乙母地区 がけ崩れ対策 上野村乙母 R3 ○

26 野栗４地区 がけ崩れ対策 上野村新羽 R3 ○

27 勝山１地区 がけ崩れ対策 上野村勝山 R3 R4完成 ○

28 塩之沢９地区 がけ崩れ対策 上野村楢原 R3 ○

29 三岐(C)地区 がけ崩れ対策 上野村楢原 R3 ○

30 寺沢川 土石流対策 神流町万場 R4 ○

31 森戸沢 土石流対策 上野村乙父 R4 ○

施策３
歩行者・自転車の安全な
移動空間の整備

歩行者や自転車の安全な通
行を確保するため

32
県道前橋長瀞線(中神田工区)
歩道整備

藤岡市神田 R4 ○

着手年度

施策 目的 R6.7時点

33
県道前橋長瀞線(柳瀬橋工区)
現道拡幅

藤岡市中島

34
県道寺尾藤岡線(篠塚工区)
バイパス整備

藤岡市篠塚

地域間連携を強化するため 35 (都)新町駅南通り線 道路新設 藤岡市岡之郷

36
県道寺尾藤岡線(藤岡工区)
歩道整備

藤岡市藤岡

37
県道藤岡大胡線(岡之郷工区)
歩道整備

藤岡市岡之郷

早期完成
遅延
中止

よくわかる
公共事業

政策３．多様な移動手段の確保

施策３
歩行者・自転車の安全な
移動空間の整備

番
号

事業名 所在地

施策２
自動車交通網の整備

備考

３．着手に向けて検討する事業
政策

都市間や地域間交流を促進す
るため

歩行者や自転車の安全な通
行を確保するため

早期完成
遅延
中止

よくわかる
公共事業

政策１．災害レジリエンスNo.1の実現

政策３．多様な移動手段の確保

２．令和６年度までに着手予定の事業
政策 番

号
事業名 所在地

土砂災害リスクを軽減する
ため

施策３
防災インフラの整備
（中長期レジリエンス戦略）

備考

政策３．多様な移動手段の確保

施策２
自動車交通網の整備

施策３
歩行者・自転車の安全な
移動空間の整備

歩行者や自転車の安全な通
行を確保するため

都市間や地域間交流を促進
するため

完成年度 早期完成
遅延
中止

よくわかる
公共事業

政策１．災害レジリエンスNo.1の実現

施策３
防災インフラの整備
（中長期レジリエンス戦略）

土砂災害リスクを軽減する
ため

災害時にも機能する強靱な
道路ネットワークを構築す
るため

「ぐんま・県土整備プラン２０２０」の主要事業の進捗状況（多野藤岡地域）

１．継続事業
政策 番

号
事業名 所在地

N

八
高
線

上信越自動車道

33

17

18

13

15

22

21

24

14

20

35

関越自動車道

群馬藤岡

北藤岡

32

上野村

神流町

藤岡市

塩沢ダム

1636

28

31 25

27

26

６

１

４

７

5
３

２

30

29

19

８

12

10

9

23

11

藤岡JCT 37

34 藤岡IC

5km

県事

業

継続事業

【事業分野区分】

【継続事業・着手予定事業の区分】

着手に向けて検討する事業

河川事業

砂防事業

その他事業（下水・住宅・公共交通等）

凡 例

道路事業

令和6年度までに着手予定の事業

R5までに完成

R6までに着手

代表事業

３ 大栃１－２地区 がけ崩れ対策

どのような目的を達成するための事業か

・土砂災害リスクを軽減するため

斜面が急であるため、大雨時等でがけ崩れ

が発生するおそれがありました。

実施前 実施後

防護柵と法枠をつくることにより、落石や

崩落した土砂を受け止め、がけ崩れによる

被害のリスクを軽減しました。

事業前の状況 事業後の状況
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資料２

施策 目的 策定時 R6.7時点

施策１
緊急水害アクション
（３か年緊急レジリエンス戦略）

令和元年東日本台風と同規
模の豪雨による水害リスク
を軽減するため

1 一級河川鏑川 堤防嵩上げ 富岡市田篠～富岡 R4 R5 ○

2 一級河川丹生川(下流工区) 河川改修 富岡市下丹生 R4 R4 ○

3 一級河川蚊沼川 放水路整備 富岡市中沢～蚊沼 R5 R7 遅延 ○

4 下町南沢 土石流対策 下仁田町下仁田 R2 R3 ○

5 田城沢 土石流対策 下仁田町馬山 R2 R2 ○

6 中井地区 がけ崩れ対策 下仁田町中小坂 R2 R3 ○

7 千原地区 がけ崩れ対策 南牧村千原 R2 R2 ○

8 西ノ沢 土石流対策 南牧村大日向 R3 R4 ○

9 芹田地区 がけ崩れ対策 富岡市下黒岩 R4 R4 ○

10 滝の入沢 土石流対策 下仁田町下仁田 R5 R7 遅延 ○

11 清泉寺沢 土石流対策 下仁田町下仁田 R6 ○

12 大倉３地区 がけ崩れ対策 南牧村檜沢 R8 ○

13 本宿３地区 がけ崩れ対策 下仁田町本宿 R8 ○

14 県道松井田下仁田線 落石対策 下仁田町中小坂 R2 R2 ○

15 県道下仁田上野線 落石対策 南牧村桧沢 R3 R2 ○

16
県道下仁田臼田線(砥沢工区)
落石対策

南牧村砥沢 R4 R4 ○

17
県道下仁田臼田線(羽沢工区)
落石対策

南牧村羽沢 R5 R5 ○

18 国道254号(東町工区) 現道拡幅 下仁田町下仁田 R7 ○

19
西毛広域幹線道路(安中富岡工区)
バイパス整備

安中市安中
～富岡市上高尾

R11 ○

施策１
予防保全に基づく長寿命化

既存の社会資本の機能を維
持させるため

20 国道254号(金井橋) 老朽橋架替 甘楽町金井 R4 R4 ○

地域内の周遊性向上のため 21 村道大上線 現道拡幅(代行) 南牧村熊倉 R9 ○

周辺地域との周遊性の向上
を図るため

22
県道宇田磯部停車場線(富岡工区)
バイパス整備

富岡市妙義町下高田
〜安中市中野谷

R3 R4 ○

23
県道下高尾小幡線(庭谷工区)
バイパス整備

富岡市後賀
〜甘楽町白倉

R3 R3 ○

24
県道下仁田上野線(千原2工区)
現道拡幅

南牧村小沢〜千原 R6 ○

25
県道下仁田軽井沢線(和美峠工区)
現道拡幅

下仁田町西野牧 R6 ○

26
県道金井小幡線(天引工区)
現道拡幅

甘楽町天引 R4 R3 ○

27
県道金井高崎線(金井工区)
現道拡幅

甘楽町金井
〜高崎市吉井町片山

R6 ○

28
国道254号(富岡交差点)
交差点改良

富岡市富岡 R4 R6（完成済） 遅延 ○

29
国道254号(福島西交差点)
交差点改良

甘楽町福島 R5 R5 ○

30
県道富岡神流線(小幡第二工区)
歩道整備

甘楽町小幡 R2 R2 ○

31
県道前橋安中富岡線(下高尾工区)
歩道整備

富岡市下高尾 R2 R2 ○

32
県道下仁田安中倉渕線(丹生工区)
歩道整備

富岡市上丹生 R3 R4 ○

33
県道前橋安中富岡線(別保工区)
歩道整備

富岡市別保 R5 R6（完成済） 遅延 ○

34
県道富岡神流線(仲町通り)
電線共同溝

富岡市富岡 R3 R6 遅延 ○

35
県道富岡神流線(宮本町通り)
電線共同溝

富岡市富岡 R4 事業休止 遅延

着手年度

施策 目的 R6.7時点

36 裏根川 土石流対策 甘楽町秋畑 R3 ○

37 根小屋１地区 がけ崩れ対策 下仁田町西野牧 R3 ○

38 南蛇井勧学寺a 土石流対策 富岡市中沢
39 黒川Ａ地区 土石流対策 富岡市黒川 R4 ○

40 黒川Ｂ地区 土石流対策 富岡市黒川 R4 ○

41 夏内沢 土石流対策 下仁田町青倉 R3 ○

42 大萱沢 土石流対策 下仁田町下郷 R4 ○

施策３
歩行者・自転車の安全な
移動空間の整備

歩行者や自転車の安全な通
行を確保するため

43
県道富岡神流線(善慶寺工区)
歩道整備

甘楽町善慶寺 R4 ○

着手年度

施策 目的 R6.7時点

施策２
良好なまち並みと快適な住まいづ
くり

魅力的なまち並みの形成を図
るため

44
県道富岡神流線(小幡工区)
電線共同溝

甘楽町小幡

政策４．住み続けられるまちづくり

３．着手に向けて検討する事業
政策 番

号
事業名 所在地

政策１．災害レジリエンスNo.1の実現

政策３．多様な移動手段の確保

施策３
防災インフラの整備
（中長期レジリエンス戦略）

土砂災害リスクを軽減する
ため

早期完成
遅延
中止

よくわかる
公共事業

備考

政策４．住み続けられるまちづくり

施策２
良好なまち並みと快適な住まいづ
くり

魅力的なまち並みの形成を図
るため

２．令和６年度までに着手予定の事業
政策 番

号
事業名 所在地

早期完成
遅延
中止

よくわかる
公共事業

備考

政策２．持続的で効率的なメンテナンス

政策３．多様な移動手段の確保

施策２
自動車交通網の整備

施策３
歩行者・自転車の安全な
移動空間の整備

歩行者や自転車の安全な通
行を確保するため

周辺地域との連携を強化し
交流促進を図るため

新たな企業誘致の促進を図
るため

市街地等の円滑な交通を確
保するため

完成年度 早期完成
遅延
中止

よくわかる
公共事業

政策１．災害レジリエンスNo.1の実現

施策３
防災インフラの整備
（中長期レジリエンス戦略）

水害リスクを軽減するため

災害時にも機能する強靱な
道路ネットワークを構築す
るため

土砂災害リスクを軽減する
ため

「ぐんま・県土整備プラン２０２０」の主要事業の進捗状況（甘楽富岡地域）

１．継続事業
政策 番

号
事業名 所在地

N

下仁田IC

24

22

25

32

甘楽SIC富岡IC
道平川ダム

大仁田ダム

下仁田

神農原
南蛇井

千平

上
州
一
ノ
宮

上
州
七
日
市

上
州
富

岡 東
富
岡

上
州
福
島

上
州
新
屋

南牧村

下仁田町

甘楽町

富岡市 西
富
岡

12

8

7

6

10

3

2

9

5

1617

15

14

18

38

13

37

41

39
40

11

4

21

44

19

27

20

31

33

35

30

3428

26

36

1

23

43

29

42

5km

県事

業

継続事業

【事業分野区分】

【継続事業・着手予定事業の区分】

着手に向けて検討する事業

河川事業

砂防事業

その他事業（下水・住宅・公共交通等）

凡 例

道路事業

令和6年度までに着手予定の事業

R5までに完成

R6までに着手

代表事業

どのような目的を達成するための事業か

・令和元年東日本台風と同規模の豪雨による

河川氾濫の水害リスクを軽減するため

堤防がない又は低いため、平成19年台風９号、

令和元年東日本台風等により、鏑川が氾濫し、

周辺家屋におおいて浸水被害が発生しました。

実施前 実施後

堤防を高くすることで、下流へ安全に流せる

水の量を増やし、河川氾濫による浸水被害の

リスクを軽減しました。

１ 一級河川鏑川 堤防嵩上げ

嵩上げ

事業前の状況 事業後の状況

8



資料２

施策 目的 策定時 R6.7時点

1 奥田２地区 がけ崩れ対策 東吾妻町奥田 R2 R3 ○

2 女塩淵沢 土石流対策 嬬恋村田代 R4 R5 ○

3 竹の沢 土石流対策 東吾妻町箱島 R4 R3 ○

4 大沢川 土石流対策 東吾妻町岩下 R5 R6 遅延 ○

5 糠塚沢１ 土石流対策 嬬恋村田代 R5 R4 ○

6 山根沢 土石流対策 東吾妻町原町 R6 ○

7 与喜屋沢 土石流対策 長野原町与喜屋 R7 ○

8 生須地区 地すべり対策 中之条町生須 R10 ○

9 国道144号 落石対策 嬬恋村今井 R2 R2 ○

10 国道145号 落石対策 東吾妻町郷原 R2 R2 ○

11
県道草津嬬恋線(前口工区)
落石対策

草津町前口 R4 R4 ○

12
県道草津嬬恋線(今井工区)
落石対策

嬬恋村今井 R4 R3 ○

13 国道292号(草津工区) 落石対策 草津町草津 R6 ○

14 国道292号(嬬恋工区) 落石対策 嬬恋村干俣 R9 R4 早期完成 ○

15 県道中之条草津線 落石対策 中之条町上沢渡 R9 ○

16 国道145号(原町工区) 電線共同溝 東吾妻町原町 R5 R7 遅延 ○

17
上信自動車道(吾妻西バイパス)
バイパス整備

東吾妻町厚田〜松谷　 R5 R5 ○

18
上信自動車道(吾妻東バイパス)
バイパス整備

東吾妻町植栗〜厚田　 R8 R11 遅延 ○

19 県道植栗伊勢線 現道拡幅
東吾妻町植栗
〜中之条町伊勢町

R8 R10 遅延 ○

20
上信自動車道(吾妻東ﾊﾞｲﾊﾟｽ2期)
バイパス整備

東吾妻町箱島〜植栗 R9 R11 遅延 ○

21
上信自動車道(長野原嬬恋ﾊﾞｲﾊﾟｽ)
バイパス整備

長野原町与喜屋
〜嬬恋村鎌原

R11 ○

22
県道渋川東吾妻線(槻木交差点)
交差点改良

東吾妻町原町 R3 R4 ○

23
県道川原畑大戸線
(大柏木川原湯トンネル) トンネル整備

長野原町川原湯
〜東吾妻町大柏木

R2 R2 ○

24
県道高崎東吾妻線(浄永橋工区)
現道拡幅

東吾妻町厚田 R2 R3 ○

25 国道144号(大前工区) 線形改良 嬬恋村大前 R5 R6 遅延 ○

26 国道406号(大戸工区) 現道拡幅 東吾妻町大戸 R10 ○

27
県道大笹北軽井沢線(鎌原工区)
現道拡幅

嬬恋村鎌原 R6 ○

28
国道146号(古森3期工区)
現道拡幅(浜岩橋含む)

長野原町羽根尾〜古森 R7 ○

29 国道292号(洞口工区) 登坂車線 長野原町大津 R9 ○

30 国道144号(西窪工区) 歩道整備 嬬恋村西窪 R2 R2 ○

31 国道292号(大津工区) 歩道整備 長野原町大津 R4 R3 ○

着手年度

施策 目的 R6.7時点

32 諏訪ノ久保沢 土石流対策 東吾妻町箱島

33 橋横倉沢 土石流対策 東吾妻町箱島 R3 ○

34 大久保沢 土石流対策 東吾妻町岩下

35 熊野沢地区 地すべり対策 中之条町蟻川 R3 ○

災害時にも機能する強靱な道
路ネットワークを構築するた
め

36 国道145号(高山工区) 落石対策 高山村中山 R3 ○

着手年度

施策 目的 R6.7時点

37
上信自動車道
((仮称)嬬恋バイパス)
バイパス整備

嬬恋村鎌原～田代

38
国道406号(萩生2期工区)
バイパス整備

東吾妻町萩生

観光地アクセスの強化を図る
ため

39
県道中之条草津線(湯原工区)
バイパス整備

中之条町上沢渡

40 国道353号(伊勢町工区) 歩道整備 中之条町伊勢町 R4 ○

41 国道292号(草津工区) 歩道整備 草津町草津

政策３．多様な移動手段の確保

施策２
自動車交通網の整備

地域の発展と住民の利便性向
上を図るため

施策３
歩行者・自転車の安全な
移動空間の整備

歩行者や自転車の安全な通行
を確保するため

所在地

早期完成
遅延
中止

よくわかる
公共事業

早期完成
遅延
中止

よくわかる
公共事業

政策１．災害レジリエンスNo.1の実現

施策３
防災インフラの整備
（中長期レジリエンス戦略） 土砂災害リスクを軽減する

ため

３．着手に向けて検討する事業
政策 番

号
事業名 所在地

備考

備考

完成年度 早期完成
遅延
中止

よくわかる
公共事業

政策１．災害レジリエンスNo.1の実現

「ぐんま・県土整備プラン２０２０」の主要事業の進捗状況（吾妻地域）

１．継続事業
政策 番

号
事業名 所在地

施策３
防災インフラの整備
（中長期レジリエンス戦略）

土砂災害リスクを軽減する
ため

災害時にも機能する強靱な
道路ネットワークを構築す
るため

２．令和６年度までに着手予定の事業
政策 番

号
事業名

施策２
自動車交通網の整備

施策３
歩行者・自転車の安全な
移動空間の整備

歩行者や自転車の安全な通
行を確保するため

地域の発展の住民の利便性
向上を図るため

観光地アクセスの強化を図
るため

N

県事

業

継続事業

【事業分野区分】

【継続事業・着手予定事業の区分】

着手に向けて検討する事業

河川事業

砂防事業

その他事業（下水・住宅・公共交通等）

凡 例

道路事業

令和6年度までに着手予定の事業

大前

万座鹿沢口

羽根尾 長野原草津
口

群馬大津

岩島
矢倉郷原

小野上温泉

18
17

20

27

23

16

37

38

24

22

39

29

31

四万川ダム

中之条

市城

川原湯温泉

嬬恋村

中之条町

東吾妻町

高山村
草津町

長野原町

袋倉

41

八ッ場ダム

４

1

３

５

６

７

８

９

10

13

14

15

11

1

2

32
33

35

34

21

28

26

19

25

30

36

群馬原町

40

２

10km

R5までに完成

R6までに着手

代表事業

17 上信自動車道（吾妻西バイパス） バイパス整備

どのような目的を達成するための事業か

・災害時にも機能する強靱な道路ネットワークを構築するため

現道の国道145号は斜面崩壊の発生箇所や急傾斜

地崩壊危険区域が存在し、緊急輸送道路でありなが

ら、災害時に通行止めとなるおそれがありました。

実施前 実施後

現道の危険箇所を回避し、災害時の代替路となる

新たな道路ネットワークが確保されました。

◆高速道路に準じた速達性と定時性の高い走行が可

能となり、移動時間が短縮されました。

事業前の状況

（H18.10発生の斜面崩壊）
事業後の状況
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資料２

施策 目的 策定時 R6.7時点

1 御座地区 がけ崩れ対策 沼田市利根町追貝 R3 R3 ○

2 井土上沢 土石流対策 みなかみ町上牧 R4 R4 ○

3 井戸沢 土石流対策 みなかみ町新巻 R4 R3 ○

4 利根商−３地区 がけ崩れ対策 みなかみ町月夜野 R4 R4 ○

5 葦ノ沢 土石流対策 みなかみ町相俣 R6 ○

6 蕗原沢 土石流対策 みなかみ町吹路 R6 ○

7 平出沢 土石流対策 みなかみ町藤原 R6 ○

8 大芦沢 土石流対策 みなかみ町藤原 R6 ○

9 夏保沢 土石流対策 沼田市白沢町生枝 R6 ○

10 塩井２地区 がけ崩れ対策 沼田市白沢町平出 R6 ○

11 下西ノ沢 土石流対策 みなかみ町綱子 R7 ○

12 奈女沢 土石流対策 みなかみ町奈女沢 R7 ○

13 西空掘沢 土石流対策 みなかみ町猿ヶ京 R7 ○

14 高萩沢 土石流対策 みなかみ町入須川 R7 ○

15 小日向１地区 がけ崩れ対策 みなかみ町小日向 R7 ○

16 塩沢 土石流対策 みなかみ町小川 R8 ○

17 赤谷３地区 がけ崩れ対策 みなかみ町相俣 R8 ○

18 阿能川地区 がけ崩れ対策 みなかみ町阿能川 R9 ○

19 国道120号(平川工区) 落石対策 沼田市利根町平川 R2 R2 ○

20 県道沼田大間々線 落石対策 沼田市利根町根利 R2 R2 ○

21 国道120号(東小川工区) 落石対策 片品村東小川 R4 R4 ○

22 国道120号(菅沼工区) 落石対策 片品村菅沼 R4 R4 ○

23 県道平川横塚線 落石対策 川場村川場湯原 R6 ○

24 国道291号 落石対策 みなかみ町大穴 R11 ○

25
県道水上片品線(片品工区)
落石対策

片品村戸倉 R11 ○

26
県道水上片品線(みなかみ工区)
落石対策

みなかみ町藤原ほか R11 ○

27
県道水上片品線
スノーシェッド整備

片品村戸倉 R5 R5 ○

施策１
予防保全に基づく長寿命化

既存の社会資本の機能を維
持させるため

28
県道戸鹿野下之町線(戸鹿野橋)
老朽橋梁架替

沼田市屋形原町 R11 ○

29
県道上発知材木町線(透門橋工区)
現道拡幅

沼田市上発知町 R2 R2 ○

30 国道120号(追貝工区) 現道拡幅 沼田市利根町追貝 R5 R6 遅延 ○

31
県道昭和インター線(森下工区)
バイパス整備

昭和村森下 R7 ○

32
国道120号(下平工区)
バイパス整備

片品村下平
～沼田市利根町平川

R8 ○

33
県道富士山横塚線(横塚工区)
現道拡幅

沼田市横塚町 R11 ○

34
国道120号(大原交差点)
交差点改良

沼田市利根町大原 R5 R5 ○

35
県道沼田大間々線
(上久屋町第二工区)歩道整備

沼田市上久屋町 R3 R3 ○

36 国道120号(菅沼2工区) 歩道整備 片品村菅沼 R3 R3 ○

37
県道沼田赤城線(貝野瀬工区)
歩道整備

昭和村貝野瀬 R4 R5 ○

38
県道渋川下新田線(下津工区)
歩道整備

みなかみ町下津 R5 R5 ○

39
県道昭和インター線(川額工区)
歩道整備

昭和村川額 R5 R6 遅延 ○

着手年度

施策 目的 R6.7時点

施策３
防災インフラの整備
（中長期レジリエンス戦略）

土砂災害リスクを軽減する
ため

40 東神楽沢 土石流対策 みなかみ町羽場 R3 ○

施策３
歩行者・自転車の安全な移動空間の整備

歩行者や自転車の安全な通
行を確保するため

41
県道平川横塚線(川場湯原工区)
歩道整備

川場村川場湯原 R4 ○

着手年度

施策 目的 R6.7時点

42
国道120号(平川交差点)
交差点改良

沼田市利根町平川

43
県道沼田赤城線(中内出工区)
歩道整備

昭和村糸井

44
県道沼田大間々線(栄町工区)
歩道整備

沼田市栄町

「ぐんま・県土整備プラン２０２０」の主要事業の進捗状況（利根沼田地域）

１．継続事業
政策 番

号
事業名 所在地

政策１．災害レジリエンスNo.1の実現

施策３
防災インフラの整備
（中長期レジリエンス戦略）

土砂災害リスクを軽減する
ため

災害時にも機能する強靱な
道路ネットワークを構築す
るため

豊富な観光資源を生かした
更なる観光振興を促すため

歩行者や自転車の安全な通
行を確保するため

完成年度 早期完成
遅延
中止

政策２．持続的で効率的なメンテナンス

政策３．多様な移動手段の確保

よくわかる
公共事業

政策３．多様な移動手段の確保

施策３
歩行者・自転車の安全な
移動空間の整備 歩行者や自転車の安全な通

行を確保するため

３．着手に向けて検討する事業
政策 番

号
事業名 所在地

政策３．多様な移動手段の確保

施策２
自動車交通網の整備

施策３
歩行者・自転車の安全な
移動空間の整備

早期完成
遅延
中止

よくわかる
公共事業

早期完成
遅延
中止

よくわかる
公共事業

政策１．災害レジリエンスNo.1の実現

２．令和６年度までに着手予定の事業
政策 番

号
事業名 所在地 備考

備考

N

16
月夜野IC

土合

水上

上牧

岩本

36

30

29

27

41

34

38

22

42

26

33

31

35

37

昭和IC

みなかみ町

片品村

川場村

沼田市

昭和村

21

25

23
32

19

28

39 20

24

10

4

5

40

18

15

1

12

2

136

7

8

11

16

3

9
14

17

沼田IC

44

後閑

43

水上IC

沼田

上毛高原

湯檜曽

10km

県事

業

継続事業

【事業分野区分】

【継続事業・着手予定事業の区分】

着手に向けて検討する事業

河川事業

砂防事業

その他事業（下水・住宅・公共交通等）

凡 例

道路事業

令和6年度までに着手予定の事業

R5までに完成

R6までに着手

代表事業

どのような目的を達成するための事業か

・災害時にも機能する強靱な道路ネットワークを構築するため

春の雪解けにより、斜面の残雪が道路上に崩れ

落ち、道路を分断するおそれがありました。

実施前 実施後

スノーシェッドを整備することで、残雪が道路

へ崩れ落ちるのを防ぎ、残雪期でも安全な通行

を確保しました。

27 県道水上片品線 スノーシェッド整備

事業前の状況 事業後の状況
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資料２

施策 目的 策定時 R6.7時点

1 一級河川石田川 堤防強化 太田市下田島町ほか R2 R3 ○

2 一級河川八瀬川 堤防嵩上げ 太田市古戸町ほか R4 R4 ○

3 一級河川石田川 調節池整備 太田市北金井町 R5 R5 ○

4 一級河川八瀬川 河川改修 太田市本町 R6 ○

5 一級河川大川(下流工区) 河川改修
太田市下田島町
～中根町

R6 ○

6
一級河川聖川(中流1工区)
河川改修

太田市細谷町 R6 ○

7
一級河川聖川(中流2工区)
河川改修

太田市細谷町 R12以降 ○

8 一級河川大川(上流工区) 河川改修
太田市中根町
～新田市野井町

R12以降 ○

9 国道407号(西矢島町工区) 電線共同溝 太田市西矢島町 R6 ○

10
県道前橋館林線(本町工区)
電線共同溝

太田市本町 R7 ○

11
県道太田大間々線(新田藪塚工区)
バイパス整備

太田市新田小金井町
～山之神町

R5 R6 （完成済） 遅延 ○

12
県道桐生伊勢崎線
(阿左美大原工区) 現道拡幅

みどり市笠懸町阿左美
～太田市大原町

R6 ○

13
県道足利伊勢崎線(強戸工区)
現道拡幅

太田市上強戸町
～吉沢町

R6 ○

14
県道大間々世良田線
(世良田交差点)交差点改良

太田市世良田町 R4 R5 ○

15
県道佐野太田線(東長岡交差点)
交差点改良

太田市東長岡町 R4 R4 ○

16
県道古戸館林線(古戸交差点)
交差点改良

太田市古戸町 R5 R6 遅延 ○

17
県道前橋館林線
(新田大根町交差点) 交差点改良

太田市新田大根町 R7 ○

18
県道足利伊勢崎線(天良町工区)
歩道整備

太田市天良町 R4 R4 ○

19
県道新田上江田尾島線
(新田木崎町工区) 歩道整備

太田市新田木崎町 R6 ○

20
県道鳥山竜舞線(飯塚町第二工区)
電線共同溝

太田市飯塚町～下浜田町 R4 R5 ○

着手年度

施策 目的 R6.7時点

21
国道407号(熊野町交差点)
交差点改良

太田市熊野町 R3 R4完成 ○

22
国道407号(追分交差点)
交差点改良

太田市東金井町 R5 ○

23
県道前橋館林線(新島町工区)
歩道整備

太田市新島町 R5

24
県道新田上江田尾島線
(新田木崎２期工区) 歩道整備

太田市新田赤堀町 R6

25
県道大原境三ツ木線
(新田大根町工区) 歩道整備

太田市新田大根町 R5 ○

着手年度

施策 目的 R6.7時点

物流の効率化を図るため 26
県道太田桐生線
(太田強戸スマートICアクセス)
バイパス整備

桐生市広沢町
～太田市北金井町

27
県道太田桐生線(松風峠交差点)
交差点改良

太田市東金井町

28
県道前橋館林線
(新田金井十字路交差点)
交差点改良

太田市新田金井町

29
県道前橋館林線
(新田村田町交差点) 交差点改良

太田市新田村田町

施策３
歩行者・自転車の安全な
移動空間の整備

安全な道路・交通環境を確
保するため

30
県道竜舞山前停車場線
(植木野町工区) 歩道整備

太田市植木野町

「ぐんま・県土整備プラン２０２０」の主要事業の進捗状況（太田地域）

１．継続事業
政策 番

号
事業名 所在地

完成年度 早期完成
遅延
中止

よくわかる
公共事業

政策１．災害レジリエンスNo.1の実現

２．令和６年度までに着手予定の事業
政策 番

号
事業名 所在地 よくわかる

公共事業

市街地等の円滑な交通を確
保するため

政策３．多様な移動手段の確保

施策３
歩行者・自転車の安全な
移動空間の整備 安全な道路・交通環境を確

保するため

早期完成
遅延
中止

施策２
自動車交通網の整備

備考

早期完成
遅延
中止

よくわかる
公共事業

政策３．多様な移動手段の確保

施策２
自動車交通網の整備

市街地等の円滑な通行を確
保するため

備考

３．着手に向けて検討する事業
政策 番

号
事業名 所在地

令和元年東日本台風と同規
模の豪雨による水害リスク
を軽減するため

施策２
重点水害アクション
（５か年重点レジリエンス戦略）

社会経済の壊滅的な被害を
回避するため

物流の効率化を図るため

市街地等の円滑な交通を確
保するため

政策３．多様な移動手段の確保

施策２
自動車交通網の整備

施策３
歩行者・自転車の安全な
移動空間の整備 安全な道路・交通環境を確

保するため

施策３
防災インフラの整備
（中長期レジリエンス戦略）

水害リスクを軽減するため

災害時にも機能する強靱な
道路ネットワークを構築す
るため

施策１
緊急水害アクション
（３か年緊急レジリエンス戦略）

太田薮塚IC

太田強戸SIC

26

11

13

23

18

9

20

17

15

12

29

24

25
30

北関東自動車道

竜舞

太田

細谷

世良田
木崎

三枚橋

藪塚

韮川

19

東毛広域幹線道路

10

治良門橋

２

１

３

４8

7

16

14

28
21

22

27

５

６

太田桐生IC

5km

N

県事

業

継続事業

【事業分野区分】

【継続事業・着手予定事業の区分】

着手に向けて検討する事業

河川事業

砂防事業

その他事業（下水・住宅・公共交通等）

凡 例

道路事業

令和6年度までに着手予定の事業

R5までに完成

R6までに着手

代表事業

どのような目的を達成するための事業か

・河川氾濫による水害リスクを軽減し、

社会経済の壊滅的な被害を回避するため

集中的な降雨があった際、河川への流入量が増え、

浸水被害が発生しました。（平成29年10月）

実施前 実施後

調節池に雨水を一時的に貯留することで、河川

への流入量を減らし、河川の氾濫による被害の

リスクを軽減しました。

３ 一級河川石田川 調節池整備

雨水貯留状況
事業前の状況 事業後の状況
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資料２

施策 目的 策定時 R6.7時点

水害リスクを軽減するため 1 一級河川山田川 河川改修 桐生市川内町 R4 R5 ○

2 上吾妻沢 土石流対策 桐生市川内町 R2 R3 ○

3 寺ノ沢 土石流対策 みどり市東町花輪 R2 R3 ○

4 中井沢 土石流対策 みどり市東町萩原 R2 R3 ○

5 鍛冶ヶ入沢 土石流対策 桐生市広沢町 R2 R2 ○

6 堂尻沢 土石流対策 桐生市黒保根町水沼 R2 R3 ○

7 入道久保沢 土石流対策 桐生市梅田町 R2 R5 ○

8 中曽根沢 土石流対策 みどり市大間々町浅原 R2 R2 ○

9 すみれ保育園地区 がけ崩れ対策 桐生市相生町 R3 R4 ○

10 西久方町一丁目1地区 がけ崩れ対策 桐生市西久方町 R3 R5 ○

11 町営住宅(B)地区 がけ崩れ対策 みどり市大間々町高津戸 R3 R3 ○

12 泉竜院地区 がけ崩れ対策 桐生市菱町 R3 R3 ○

13 下室ノ手四ノ沢 土石流対策 桐生市川内町 R4 R5 ○

14 北中裏(A)-1地区 がけ崩れ対策 桐生市西久方町 R4 R5 ○

15 楽山荘2地区 がけ崩れ対策 桐生市堤町 R4 R4 ○

16 北中裏(B)地区 がけ崩れ対策 桐生市平井町 R4 R6 遅延 ○

17 宮本町三丁目1-2地区 がけ崩れ対策 桐生市宮本町 R4 R5 ○

18 童神沢 土石流対策 みどり市東町花輪 R5 R7 遅延 ○

19 深山沢 土石流対策 桐生市梅田町 R6 ○

20 細貝戸沢 土石流対策 みどり市大間々町浅原 R7 ○

21 出合原１地区 がけ崩れ対策 桐生市黒保根町下田沢 R7 ○

22 国道122号 落石対策 みどり市東町荻原・草木 R3 R3 ○

23
渡良瀬幹線道路(笠懸藪塚工区)
バイパス整備

みどり市笠懸町鹿 R5 R5 ○

24
渡良瀬幹線道路(塩原工区)
バイパス整備

みどり市大間々町下神
梅～塩原

R7 R11 遅延 ○

周辺地域との連携強化を図
るため

25
県道桐生伊勢崎線
(阿左美大原工区)現道拡幅

みどり市笠懸町阿左美
～太田市大原町

R6 ○

26
県道前橋大間々桐生線
(小林交差点) 交差点改良

桐生市新里町小林 R2 R3 ○

27
県道太田大間々線(岩宿交差点)
交差点改良

みどり市笠懸町阿左美 R9 ○

28 (都)本町線 歩道整備 桐生市広沢町 R2 R3 ○

29 (都)幸橋線 歩道整備 桐生市本町～東 R2 R4 ○

30
県道上神梅大胡線(板橋工区)
歩道整備

桐生市新里町板橋 R3 R3 ○

31
県道西桐生停車場線(宮前町工区)
電線共同溝

桐生市宮前町～末広町 R4 R8 遅延 ○

32 (都)赤岩線 歩道整備 桐生市宮前町～堤町 R11 ○

施策２
良好なまち並みと快適な住まいづくり

魅力的なまち並みの形成を図
るため

33
県道桐生田沼線(本町工区)
電線共同溝

桐生市本町 R5 R6 遅延 ○

着手年度

施策 目的 R6.7時点

土砂災害リスクを軽減する
ため

34 西久方町一丁目4-2地区 がけ崩れ対策 桐生市西久方町 R5 ○

災害時にも機能する強靭な道
路ネットワークを構築するた
め

35
渡良瀬幹線道路(新里笠懸工区)
バイパス整備

みどり市大間々町桐原
～笠懸町鹿

R4 ○

施策２
自動車交通網の整備

市街地の円滑な交通を確保
するため

36
国道122号(広沢一丁目交差点)
交差点改良

桐生市広沢町一丁目

37 県道大間々世良田線 歩道整備 みどり市笠懸町鹿 R5 ○

38 県道小俣桐生線 歩道整備 桐生市菱町 R6

着手年度

施策 目的 R6.7時点

施策３
防災インフラの整備
（中長期レジリエンス戦略）

災害時にも機能する強靭な道
路ネットワークを構築するた
め

39
渡良瀬幹線道路(大間々工区)
バイパス整備

みどり市大間々町桐原

高速道路を活用した広域的な
地域間連携を強化するため

40
県道太田桐生線
(太田強戸スマートICアクセス)
バイパス整備)

桐生市広沢町
～太田市北金井町

41
県道太田大間々線(諸町交差点)
交差点改良

みどり市大間々町

42
国道122号(大間々6丁目交差点)
交差点改良

みどり市大間々町

43
県道桐生岩舟線(境野町１工区)
歩道整備

桐生市境野町

44 県道太田大間々線 歩道整備 みどり市笠懸町阿左美

「ぐんま・県土整備プラン２０２０」の主要事業の進捗状況（桐生・みどり地域）

１．継続事業
政策 番

号
事業名 所在地

政策４．住み続けられるまちづくり

完成年度 早期完成
遅延
中止

よくわかる
公共事業

政策１．災害レジリエンスNo.1の実現

施策３
防災インフラの整備
（中長期レジリエンス戦略）

災害時にも機能する強靱な
道路ネットワークを構築す
るため

土砂災害リスクを軽減する
ため

政策３．多様な移動手段の確保

施策２
自動車交通網の整備

施策３
歩行者・自転車の安全な
移動空間の整備

歩行者や自転車の安全な通
行を確保するため

市街地の円滑な交通を確保
するため

２．令和６年度までに着手予定の事業
政策 番

号
事業名 所在地

早期完成
遅延
中止

よくわかる
公共事業

政策１．災害レジリエンスNo.1の実現

政策３．多様な移動手段の確保

３．着手に向けて検討する事業

施策３
防災インフラの整備
（中長期レジリエンス戦略）

施策３
歩行者・自転車の安全な
移動空間の整備

歩行者や自転車の安全な通
行を確保するため

備考

政策３．多様な移動手段の確保

施策３
歩行者・自転車の安全な
移動空間の整備

施策２
自動車交通網の整備

市街地の円滑な交通を確保
するため

歩行者や自転車の安全な通行
を確保するため

政策１．災害レジリエンスNo.1の実現

早期完成
遅延
中止

よくわかる
公共事業

政策 番
号

事業名 所在地 備考

N

太田強戸SIC

23

25

40

28

26

29

38

39

37

41

36

44

33

24

30

43

阿左美

新桐生

桐生

西
桐
生

丸
山
下

水沼

花輪
中野

小中
神戸

沢入

上神梅

本宿

大間々

新里 新川

東新川 赤城

運
動
公
園

富
士
山
下

相老
下新田

藪塚

治良門橋

桐生球場前

太田桐生IC

1

35

22

16

1415
10

11

17

2

318

4

6

5 

7

8

21

19

13

20

12

34

9

31

3242

27
岩宿

天
王
宿

5km

県事

業

継続事業

【事業分野区分】

【継続事業・着手予定事業の区分】

着手に向けて検討する事業

河川事業

砂防事業

その他事業（下水・住宅・公共交通等）

凡 例

道路事業

令和6年度までに着手予定の事業

R5までに完成

R6までに着手

代表事業

７ 入道久保沢 土石流対策

どのような目的を達成するための事業か

・土砂災害リスクを軽減するため

渓流が荒廃しており、大雨などにより土石流

や流木が発生するおそれがありました。

実施前 実施後

砂防堰堤等の整備により、大雨などによる土石流や

流木の被害のリスクを軽減しました。

事業前の状況 事業後の状況
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資料２

施策 目的 策定時 R6.7時点

施策１
緊急水害アクション
（３か年緊急レジリエンス戦略）

令和元年東日本台風と同規
模の豪雨による水害リスク
を軽減するため

1 一級河川谷田川 堤防強化 板倉町海老瀬ほか R2 R2 ○

施策２
重点水害アクション
（５か年重点レジリエンス戦略）

社会経済の壊滅的な被害を
回避するため

2
一級河川休泊川(下流工区)
河川改修

大泉町西小泉
～いずみ

R6 ○

3 一級河川多々良川 河川改修 邑楽町中野～石打 R8 ○

4
一級河川休泊川(上流工区)
河川改修

大泉町いずみ
～太田市内ヶ島町

R11 ○

5
一級河川新堀川導水路
河川改修

明和町須賀
～入ケ谷

R8 ○

6 一級河川新堀川 河川改修
館林市入ケ谷町
～邑楽町赤堀

R12以降 ○

7
国道354号(小桑原町工区)
電線共同溝

館林市小桑原町 R6 ○

8
国道354号(緑･美園町工区)
電線共同溝

館林市緑町 R7 ○

施策１
予防保全に基づく長寿命化

既存の社会資本の機能を維
持させるため

9
県道矢島大泉線(谷田川橋)
老朽橋梁架替

館林市入ケ谷町
～明和町入ケ谷

R7 R11 遅延 ○

10
県道山王赤生田線(楠工区)
バイパス整備

館林市楠町 R9 ○

11
国道122号(館林バイパス)
バイパス整備

館林市北成島町
～苗木町

R12以降 ○

12
県道館林藤岡線(除川工区)
歩道整備

板倉町除川 R2 R2 ○

13
県道足利館林線(高根工区)
歩道整備

館林市高根 R2 R2 ○

14
県道麦倉川俣停車場線
(中谷工区)歩道整備

明和町中谷 R5 R7 遅延 ○

15
県道今泉館林線
(上江黒工区)歩道整備

明和町上江黒 R5 R5 ○

16
県道足利邑楽行田線
(光善寺工区)歩道整備

邑楽町光善寺 R5 R10 遅延 ○

17 (都)中央通り線 歩道整備 館林市本町 R11 ○

18
県道綿貫篠塚線
(東小泉工区)電線共同溝

大泉町東小泉 R7 ○

着手年度

施策 目的 R6.7時点

施策３
防災インフラの整備
（中長期レジリエンス戦略）

水害リスクを軽減するため 19 一級河川逆川 河川改修
邑楽町赤堀
～鶉新田

施策３
歩行者・自転車の安全な
移動空間の整備

歩行者や自転車の安全な通
行を確保するため

20
県道佐野行田線
(大手町工区)電線共同溝

館林市大手町 R5 ○

着手年度

施策 目的 R6.7時点

施策３
防災インフラの整備
（中長期レジリエンス戦略）

災害時にも機能する強靱な
道路ネットワークを構築す
るため

21
県道熊谷館林線
(利根新橋:赤岩渡船)
バイパス整備

千代田町赤岩

22
県道足利邑楽行田線
(中野上宿交差点)
交差点改良

邑楽町中野

23
県道山王赤生田線
(楠2期工区)
バイパス整備

館林市楠町

24
県道足利邑楽行田線
(中野工区)歩道整備

邑楽町中野

25
県道古戸館林線(赤土工区)
歩道整備

館林市赤土

26
県道海老瀬下五箇線
(海老瀬工区)歩道整備

板倉町海老瀬

27
県道除川板倉線(細谷工区)
歩道整備

板倉町細谷

28
県道赤岩足利線(蛭沼工区)
歩道整備

邑楽町中野

「ぐんま・県土整備プラン２０２０」の主要事業の進捗状況（邑楽館林地域）

１．継続事業
政策 番

号
事業名 所在地

政策３．多様な移動手段の確保

完成年度 早期完成
遅延
中止

よくわかる
公共事業

政策１．災害レジリエンスNo.1の実現

備考

施策３
防災インフラの整備
（中長期レジリエンス戦略）

災害時にも機能する強靱な
道路ネットワークを構築す
るため

政策３．多様な移動手段の確保

施策２
自動車交通網の整備 周辺地域との連携強化を図

るため

施策３
歩行者・自転車の安全な
移動空間の整備

歩行者や自転車の安全な通
行を確保するため

水害リスクを軽減するため

政策２．持続的で効率的なメンテナンス

早期完成
遅延
中止

よくわかる
公共事業

２．令和６年度までに着手予定の事業
政策 番

号
事業名 所在地

政策１．災害レジリエンスNo.1の実現

政策１．災害レジリエンスNo.1の実現

施策３
歩行者・自転車の安全な
移動空間の整備

歩行者や自転車の安全な通
行を確保するため

周辺地域との連携強化を図
るため

早期完成
遅延
中止

よくわかる
公共事業

政策３．多様な移動手段の確保

施策２
自動車交通網の整備

政策 番
号

事業名 所在地 備考

３．着手に向けて検討する事業

N

2311

10

9

20

22

17

川俣

茂林寺前

館林

渡良瀬

多々良

成島

本中野篠塚
東小泉

西小泉

館林IC 板倉東洋大前

21

8
7

18

16

12

15

13

14

27

26

１

3

6

4

２
24

25

28

５

19

P
谷田川・谷田川第二排水機場(国)

P
P

P

P
谷田川第一排水機場(国)

邑楽東部第二排水機場
(県)

邑楽東部第一排水機場(国)

北調節池排水機場(県)

新堀川排水機場(国)

P

休泊川排水機場(国) P

P

館林厚生病院

小泉町

5km

県事

業

継続事業

【事業分野区分】

【継続事業・着手予定事業の区分】

着手に向けて検討する事業

河川事業

砂防事業

その他事業（下水・住宅・公共交通等）

凡 例

道路事業

令和6年度までに着手予定の事業

R5までに完成

R6までに着手

代表事業

どのような目的を達成するための事業か

15 県道今泉館林線（上江黒工区） 歩道整備

・歩行者や自転車の安全な通行を確保するため

歩道が無く、歩行者は路肩を歩くため、交通

事故のおそれがありました。

実施前 実施後

歩道を整備することで、歩行者の安全な通行

空間を確保しました。

事業前の状況 事業後の状況
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